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研究༭࣬

ਔ਀੅期看護৘ਠにおける਀੅৒ࡉ学৘ਠ́の学生の学び

大塚知子，牧野ذ子，城丸瑞恵，澄川真਄子，ಏ田み̨ͩ

ढ़ི֓ش大学༗健֓療学部看護学ش

　本研究の目的は，प手術期看護実習における手術ࣨݟ学実習を௨してৼり返ͬた実習Ϩポートから，学
生の学びを明らかにし教त活動への示ࠦを得ることである．対象はＡ大学で手術ࣨݟ学実習を行ͬた47名
のうͪ同意が得られた44名の学生の実習Ϩポートである．実習Ϩポートに記載された学びを理ղ，気づき，
実施͝とに࣭的帰ೲ的に分ੳを行ͬた．学生の学びは，理ղが̡ 手術ࣨ看護師に必要な合ซ症༧๷の実践ʳ

ʲױ者のෆ安؇和を目的とした手術ࣨ看護師が行う৺理的援助ʳなど5カテΰリー，気づきがʲ手術を受け
るױ者の৺理的状態ʳ̡ 手術ࣨ看護師に求められる໾ׂとೳྗʳなど10カテΰリー，実施はʲ受け持ͪױ
者のۓு؇和を目的とした看護援助ʳの1カテΰリーとしてந出された．学生は術中看護を術前から術後
のܧ続看護の一؀としてଊえることができていた．今後は，臨床指ಋ者と協ྗし学生が手術ࣨで体験でき
る援助内容を検౼していく．

キーワード：प手術期看護実習，手術ࣨݟ学実習，看護学生，学習内容，学び

Students' learning from operating room observation practice as part of 

perioperative nursing training

Tomoko OTSUKA, Natsuko MAKINO, Mizue SHIROMARU, Masuko SUMIKAWA, Migiwa NAKADA
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The aim of this study was to clarify what students learn from operating room observation practice as part 

of perioperative nursing training through reports looking back on their experiences. The study targeted the 

training practice reports of 44 nursing students at A University who took part in operating room observation 

practice and gave their consent, out of 47 students who took part. A qualitative recursive analysis was 

conducted for understanding, awareness, and execution of the learnings described in the nurses' training 

practice reports. A total of 5 categories including "practices required for operating room nurses to prevent 

complications" and "emotional support methods for operating room nurses seeking to alleviate patients' 

anxiety” were extracted as students' understanding. A total of 10 categories including "the mental state of 

patients receiving surgery" and "the roles and abilities required for operating room nurses" were extracted as 

lessons for awareness. "Nursing support aiming to alleviate patients' nervousness as they wait for surgery" 

was the one category extracted as a learning for execution. They were able to grasp intraoperative nursing 

as a part of continuous nursing from preoperative to postoperative care. In the future, we will consider the 

contents of assistance that nursing students can experience in the operating room in cooperation with clinical 

leaders. 
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Ⅰȅ͉ ̲ ͛ に

　近年の手術やຑਲ技術の進歩・向上，地域における医療
や支援の֦ॆにより，在院日数の୹ॖとともに手術を受け
るױ者のૣ期ୀ院がՄೳとなͬている．また，医療費の཈
੍に൐うੑٸ期入院医療を対象としたแׅධՁ੍度やクリ
χカルύスをಋ入するප院が૿加している．このようなප
院全体のੑٸ期Խにより看護基ૅ教ҭにおける臨地実習の
在り方の変ֵがഭられ，看護学生には୹期間の関わりの中
で対象を理ղし，アセスメントを行い，必要な看護支援を
行うことが求められている．ಛに，प手術期看護実習では，
୹期間で手術৵ऻを受けるױ者の日ʑ変Խする状態のアセ
スメントを行い，看護をల開し，実践していかなければな
らない．学生が手術を受けるױ者を理ղする方略の一つ
に，手術ࣨ実習の有ޮੑが報告されている１）．しかし，学
生は手術ࣨ実習に൱定的なイメージやۓு，ෆ安を๊く２）

という報告がある．2005年の全国公立看護ܥ大学における
手術ࣨ実習の動向３）によると，手術ࣨ実習は໿80ˋの大学
で成人看護学実習の中に૊みࠐまれたݟ学実習がओ体とな
る実習ܗ態で実施されていた．その中で，手術ࣨ実習の必
要ੑについて大学教員の25ˋがෆ必要とߟえており，その
理༝としてカリキϡラム上の問題ͩけでなく，看護基ૅ教
ҭでは手術ࣨ看護を理ղするのはແ理であるとߟえている
ことが示された．このことから臨地実習における手術ࣨ実
習の学習ޮ果を上͛る指ಋ方法の検౼はॏ要な課題である
とਪ࡯される．
　Ａ大学では，प手術期看護実習の一؀として受け持ͪױ
者の手術ݟ学を行ͬている．手術ࣨ実習のޮ果として，学
生は手術が及΅す৵ऻを௚にݟてײじることにより手術が
及΅す৵ऻを現実のものとして理ղができること４）や学生
自身が術中に࡯؍した事ฑから術後の援助や࡯؍を行う必
要ੑに気がつくこと５）が報告されている．看護基ૅ教ҭに
おいて学生が手術ࣨ看護を理ղすることは೉しいと言われ
ている一方で，手術ࣨ実習はप手術期のױ者を理ղし看護
する上では必要であるとߟえる．
　そこで，本研究では，प手術期看護実習における手術ࣨ
学実習において学生がどのようなことを学Μでいるかをݟ
明らかにし，今後の実習での学習ޮ果をߴめるための教त
活動を検౼する一助とする．

Ⅱȅ研 究 目 的

　手術ࣨݟ学実習における学生の学びを実習Ϩポートから
明らかにし，今後の教त活動への示ࠦを得ること．

Ⅲȅဥࢊの定義

学͍：実習Ϩポートには手術ࣨݟ学実習での学びとして

「理ղしたこと」「気がついたこと」「体験したこと」を記載
するよう実習前に学生へ説明していることから，手術ࣨݟ
学実習終ྃ後に提出された実習Ϩポートの中で学生が「理
ղした」「気がついた」「体験した」と表現している内容と
した．

Ⅳȅ研 究 方 法

ˍȅ研究デΎイン

　࣭的記述的研究デβイン

ˎȅデータਓਬ期間

　ฏ成28年6月～7月

ˏȅ研究చય

　Ａ大学でฏ成27年度にੑٸ期看護実習を終えた看護学科
3年生47名のうͪ，同意が得られた学生の手術ࣨݟ学実習
の実習Ϩポートに記載された学びとした．この実習Ϩポー
トは，ੑٸ期看護実習の最終日に受け持ͪױ者の看護ա程
等の記࿥物とともに提出される．実習オリΤンテーシϣン
時に，実習Ϩポートは手術ࣨݟ学実習における自ݾの学び
や課題をৼり返る記࿥であり，「理ղしたこと」「気がつい
たこと」「体験したこと」を記載すること，字数੍限はな
くA4版1枚程度で記載することを学生に説明している．

ːȅ৘ਠのٽ要

　Ａ大学では3年࣍後期にੑٸ期看護実習として，प手術
期の看護を学Ϳ機会として外科ܥප౩でのप手術期看護実
習とٸٹ看護を学Ϳ機会として集中治療ࣨまたはߴ度໋ٹ
．学実習を行ͬているݟセンターのどͪらか一方でのٸٹ
प手術期看護実習では，外科ܥප౩において3ि間の実習
を実施し，外科的療法を受けるױ者1名を受け持ͪ，臨床
指ಋ者の指ಋのもとप手術期における看護を実践する．प
手術期看護実習の一؀として，受け持ͪױ者が受ける手
術・ຑਲ৵ऻについて理ղをਂめ術後の看護に活かすとと
もに，チームアプϩーチおよびܧ続看護の実際を学Ϳこと
を目的に受け持ͪױ者の手術ࣨݟ学実習を実施している．
手術ࣨݟ学実習は，原則，実習時間内での受け持ͪױ者の
手術ࣨ入ࣨからୀࣨまでのݟ学とし，教員は引཰せず実習
指ಋは手術ࣨ看護師が担ͬている．実習時間内に手術をݟ
学することが出དྷない場合は，Մೳな限り同じ術ࣜで手術
を受けるױ者の手術ݟ学を行ͬている．　

ˑȅデータਓਬ方法

期看護実習の成੷ධՁおよび単位認定が終ྃしたੑٸ　
後，研究協ྗを依頼した．研究協ྗの同意が得られた学生
の実習Ϩポートを保管している実習担当の教員より回ऩ
し，ෳ写した．ෳ写した実習Ϩポートは学੶番号，ࢯ名を
．আし個人がಛ定されないよう࿈結Մೳಗ名Խを行ͬた࡟
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प手術期看護実習における手術ࣨݟ学実習での学生の学び

˒ȅ分析方法

　実習Ϩポートについて研究デβインを基に以下の手順で
帰ೲ的に分ੳを行ͬた．
ᶃ 　実習Ϩポートをਫ਼読し，「理ղしたこと」「気がついた

こと」「体験したこと」と記載された実習での学びに関
する文અまたは文຺をந出し，「理ղ」「気づき」「実施」
に分類した．

ᶄ 　分類ຖにந出した文અまたは文຺の意ຯ内容がଛなわ
れないよう؆ܿな文ষに表現し，1࣍要໿とした．

ᶅ 　1࣍要໿を意ຯ内容がଛなわれないよう؆ܿな一文に
表現し，2࣍要໿とした．

ᶆ 　2࣍要໿を類ੑࣅに基づきサϒカテΰリー，カテΰリ
ーに集໿した．

˓ȅ分析の信ှ性のږ༗

　分ੳのա程において，࣭的研究の経験が๛෋な研究者か
らスーύーόイζを受けることにより，分ੳ結果の信頼ੑ
を確保するように౒めた．

˔ȅႃ理的෻ၪ

　3年生の全ての実習が終ྃし，成੷が確定した後に対象
者となる学生が全員ଗͬている場で，研究の目的，方法，
プライόシーの保護，研究に協ྗしない場合であͬても成
੷ධՁ等にӨڹが生じないことについて文書および口頭で
説明し，同意書の提出をもͬて同意を得た．なお，同意書
の提出後2ϲ月の間は同意ఫ回書をもͬてఫ回が行えるこ
とを保証した．研究の実施に際しては，所属機関の倫理委
員会の審査を受け，承認を得た．（承認番号27-2-61）

Ⅴȅࠫ　　　果

ˍȅ分析చય

　手術ࣨݟ学実習を行ͬた47名のうͪ同意が得られた44名
の実習Ϩポートであͬた．

ˎȅ਀੅৒ࡉ学৘ਠにおける学生の学び

　分ੳの結果，「理ղ」は5カテΰリーに，「気づき」は10
カテΰリーに，「実施」は1カテΰリーに集໿された．以下，
各カテΰリーについて示す．なお，本文中のサϒカテΰリ
ーは「　」，カテΰリーはʲ　ʳを用いて表現した．
ˍ）理解

　手術ࣨݟ学実習を௨して学生の理ղしたことは123の2࣍
要໿，23サϒカテΰリー，5カテΰリーに集໿された．カ
テΰリーおよびサϒカテΰリーは表１に示した．
　（1） ̡ を及΅す手術療法のಛ௃ڹ者の人生にӨױ はr「手
術を受けたױ者は術前との変Խを実ײし受容のプϩセスを
୧ͬていくため，ױ者にとͬて手術は人生が大きく変わる
ものであると理ղした」のサϒカテΰリーからなり，手術
療法がױ者の人生に༩えるӨڹについての理ղとして示さ
れた．
　（2）̡ 手術ࣨ看護師に必要な合ซ症༧๷の実践ʳは「長
時間の手術৵ऻや同一体位に൐う᧘ᚃやਆ経障害を༧๷す
るための援助を行ͬていることを理ղした」など6サϒカ
テΰリーからなり，手術৵ऻや手術ૢ作による合ซ症を༧
๷するための援助についての理ղとして示された．
　（3）̡ 者のෆ安؇和を目的とした手術ࣨ看護師が行うױ

ນˍ　看護学生の਀੅৒ࡉ学৘ਠの学び：理解

カテΰリー サϒカテΰリー
をڹ者の人生にӨױ

及΅す手術療法のಛ௃
手術を受けたױ者は術前との変Խを実ײし受容のプϩセスを୧ͬていくため，ױ者にとͬて手術は人生が大き
く変わるものであると理ղした　

手術ࣨ看護師に必要な
合ซ症༧๷の実践

長時間の手術৵ऻや同一体位に൐う᧘૑やਆ経障害を༧๷するための援助を行ͬていることを理ղした　
手術৵ऻによる௿体ԹのӨڹを最小限にするため༷ʑなࡐثを用いた体Թ管理がॏ要ͩと理ղした　
　を確実に๷ぐことがॏ要ͩと理ղした࢒者誤認や体内Ҩױ者の安全をकるためにױ
　છ༧๷のため清ܿ・ෆܿを意識した行動を行う必要があると理ղしたײ
手術を安全・ԁ׈に行うため手術に࢖用する物඼を正確に準උする必要があると理ղした　
を行う必要があると理ղした࡯؍やかなࡉに向けたݟ者の状態が変動しやすいためҟৗのૣ期発ױ

者のෆ安؇和を目的ױ
とした手術ࣨ看護師が

行う৺理的援助

　者の代ห者となり安全・安ָをकるための援助を行ͬていると理ղしたױ
外回り看護師は手術へのෆ安を؇和するためױ者の個別ੑに合わせた੠かけやタッチンάを行ͬていることを理ղした
術前訪問はױ者の安৺ײや信頼関係ߏஙにܨがるため看護師・ױ者ともに有益であると理ղした　

手術৵ऻに対応し得る
手術ࣨ看護師のೳྗ

手術・ຑਲはױ者にとͬて৵ऻが大きいためױ者の生໋をकるという意識を持つことがॏ要であると理ղした
手術中のいかなる状گにも対応できるよう手術やຑਲ，合ซ症に関する知識が必要ͩと理ղした　
手術・ຑਲによͬて生じる৺身へのӨڹを༧๷するために臨機応変な対応ྗと判断ྗが必要ͩと理ղした　
手術中は医師からの口頭指示がଟいためߴい集中ྗが必要であると理ղした　
　するため必要物඼をਝ଎に౉す必要があると理ղしたݮ者の負担はܰױց出し看護師は手術時間を୹ॖしث
外回り看護師は手術がԁ׈に進行できるようڥ؀調੔を行ͬていることを理ղした

ԁ׈な手術進行と安全を
ܞ慮した医療者間の࿈ߟ

手術が安全に行われ手術৵ऻが最小限となるためにチーム医療がॏ要ͩと理ղした　
༷ʑな৬種が関わる手術をԁ׈に行うため医療者間の࿈ܞが必要ͩと理ղした　
手術をԁ׈に行うためثց出し看護師と外回り看護師の࿈ܞがෆՄܽͩと理ղした　
ප౩，手術ࣨでの看護をܧ続し個別ੑのある看護援助を行うため手術ࣨとප౩看護師の࿈ܞがॏ要であると理ղした
手術は医療者間の信頼関係が求められるためコϛϡχέーシϣンが大切ͩと理ղした　
ԁ׈な࿈ܞを図るため手術ࣨ看護師は各৬種の໾ׂを೺Ѳする必要があると理ղした　
を༧ଌして対応していると理ղしたݥةこりうるى఺からࢹ者の安全をकるため各৬種が専門的なױ
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৺理的援助ʳは「外回り看護師は手術へのෆ安を؇和する
ためױ者の個別ੑに合わせた੠かけやタッチンάを行ͬて
いることを理ղした」など3サϒカテΰリーからなり，手
術を受けるױ者のෆ安؇和に向けた援助についての理ղと
して示された． 
　（4）̡ 手術৵ऻに対応し得る手術ࣨ看護師のೳྗʳは「手
術・ຑਲによͬて生じる৺身へのӨڹを༧๷するために臨
機応変な対応ྗと判断ྗが必要ͩと理ղした」など6サϒ
カテΰリーからなり，手術ࣨ看護師に求められる態度やೳ
ྗについての理ղとして示された．
　（5） ̡ ԁ׈な手術進行と安全をߟ慮した医療者間の࿈ܞʳ
は「手術が安全に行われ手術৵ऻが最小限となるためにチ
ーム医療がॏ要ͩと理ղした」など7サϒカテΰリーから
なり，医療者間の࿈ܞのॏ要ੑについての理ղとして示さ

れた．
ˎ）気̧̿

　手術ࣨݟ学実習を௨して学生が得た気づきは，300の2࣍
要໿，42サϒカテΰリー，10カテΰリーに集໿された．カ
テΰリーおよびサϒカテΰリーは表２に示した．
　（1）̡ 手術を受けるױ者の৺理状態ʳは「手術を受ける
を受けڹの૕ࣦなど৺理状態にӨ֮ײ者はコントϩールױ
ることに気がついた」など3サϒカテΰリーからなり，手
術を受けるױ者のۓுやෆ安という৺理状態についての気
づきとして示された．
　（2）̡ 合ซ症を༧๷するための手術ࣨ看護ʳは「᧘ᚃや
ਆ経ຑᙺを༧๷するための援助を行ͬていることに気がつ
いた」など5サϒカテΰリーからなり，手術ࣨで行われて
いる合ซ症༧๷に対する看護援助についての気づきとして

ນˎ　看護学生の਀੅৒ࡉ学৘ਠの学び：気̧̿

カテΰリー サϒカテΰリー

手術を受けるױ者の
৺理的状態

手術を受けるױ者はコントϩール֮ײの૕ࣦなど৺理状態にӨڹを受けることに気がついた　
手術ࣨのڥ؀はױ者にۓுやストϨスを༩えると気がついた　
手術ࣨに入ࣨしたױ者はۓுやෆ安を๊えていることに気がついた　

合ซ症を༧๷するための
手術ࣨ看護

᧘ᚃやਆ経ຑᙺを༧๷するための援助を行ͬていることに気がついた　
　者の௿体Թを༧๷するための体Թ管理に౒めていることに気がついたױ
手術によるױ者へのӨڹを最小限にするための援助を行ͬていることに気がついた　
　していることに気がついたࢭを๷ނによる医療事࢒用物඼を確認し体内Ҩ࢖
外回り看護師はױ者のٸ変のリスクを༧ଌして࡯؍を行ͬていることに気がついた

手術ࣨで実施される
ࡦછ༧๷対ײ

手術の清ܿૢ作には医療者間の࿈ܞがॏ要ͩと気がついた　
清ܿ・ෆܿを意識して行動していることに気がついた　
手術ࣨではపఈしたײછ༧๷が行われていることに気がついた　
手術ࣨでは清ܿ野が明確に۠別されていることに気がついた

者の個別ੑに合わせたױ
৺理的援助

外回り看護師はॲஔのタイϛンάやױ者の状態を࡯؍しながらෆ安ܰݮに向けた援助を行ͬていると気がついた
術前訪問で得た情報に基づいて個別ੑのある援助を行ͬていると気がついた　
　者の࿐出を最小限にしてᠤஏ৺に配慮した支援が必要であると気がついたױ
手術ࣨでもױ者の理ղとೲ得のもと医療が行われていることに気がついた　

手術ࣨ看護師に求められ
る໾ׂとೳྗ

　者の安全・安ָ，生໋をकるという責任があると気がついたױ
臨機応変な判断ྗや対応ྗが必要であると気がついた　
手術がԁ׈に進行するためにサポートする໾ׂがあると気がついた　
体ྗや気ྗが必要であると気がついた　
　しアセスメントするೳྗは全ての看護師に求められるೳྗであると気がついた࡯؍者の状態をױ
手術や合ซ症に関する෯広い知識が求められると気がついた
外回り看護師は安全に手術が進行するためのڥ؀調੔を行ͬていることに気がついた　
ցを༧ଌして準උしていることに気がついたث用する࢖ց出し看護師はث

他৬種の໾ׂを理ղする
必要ੑ

手術にܞわる医療者はޓいの໾ׂを理ղした上で࿈ܞする必要があると気がついた　
手術にܞわる医療者が࿈ܞして໾ׂを果たすことでチーム医療が実践されていることに気がついた　
　に行われると気がついた׈いの໾ׂを果たすことで，手術がԁޓց出し看護師と外回り看護師がث

他৬種࿈ܞにおける
コϛϡχέーシϣンの

ॏ要ੑ

手術ではଟくの৬種が࿈ܞ・協働していることに気がついた　
医療者間でコϛϡχέーシϣンをとりながら࿈ܞしていることに気がついた　
医療者間でױ者の情報を共有することで手術中のਝ଎な判断ができるのͩと気がついた　
者の安全をकͬていることに気がついたױ，することでܞց出し看護師と外回り看護師はコϛϡχέーシϣンをऔりながら࿈ث

看護師の࿈ܞが
もたらしたܧ続看護 手術ࣨ看護師とප౩看護師が࿈ܞすることでܧ続看護が提ڙされると気がついた

手術৵ऻによる
術後合ซ症の༧ଌと

術後看護

手術を受けるױ者は手術৵ऻにより身体へ大きなӨڹを受けることに気がついた　
手術৵ऻによる術後合ซ症に対する援助を検౼する必要があると気がついた　
ൽෘ障害やਆ経ຑᙺの࡯؍を術後もܧ続して࡯؍する必要があると気がついた　
手術ࣨから帰ࣨする際は，保Թやআѹを行う必要があると気がついた　
手術による身体機ೳの変Խに対する生活へのӨڹについて看護する必要があると気がついた　
手術を受けたױ者に対しては身体ͩけでなくਫ਼ਆ的な回෮支援が必要であると気がついた

全ての看護に共௨する
੎࢟者をଚॏしたױ

者を中৺とした安全・安ָ・自立・自律をकりଚॏした関わりは，ප౩での看護と同じであることに気がついたױ
意ૄࢥ௨ができないױ者に対してもଚॏする࢟੎が大切ͩと気がついた　
　り添ͬた看護を行うことはප౩での看護と同じであると気がついたد者の気持ͪにױ
責任をもͬて行動するという手術ࣨ看護のߟえ方は全ての看護に共௨することͩと気がついた　
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示された．
　（3）̡ 手術ࣨで実施されるײછ༧๷対ࡦʳは「清ܿ・ෆ
ܿを意識して行動していることに気がついた」など4サϒ
カテΰリーからなり，手術時の清ܿૢ作や手術ࣨの清ܿを
保つڥ؀についての気づきとして示された．
　（4）̡ 者の個別ੑに合わせた৺理的援助ʳは「外回りױ
看護師はॲஔのタイϛンάやױ者の状態を࡯؍しながらෆ
安ܰݮに向けた援助を行ͬていると気がついた」など4サ
ϒカテΰリーからなり，手術ࣨ看護における個別ੑのある
৺理的援助についての気づきとして示された．
　（5） ̡ 手術ࣨ看護師に求められる໾ׂとೳྗʳは「ױ者
の安全・安ָ，生໋をकるという責任があると気がついた」
など8サϒカテΰリーからなり，外回り看護師やثց出し
看護師という手術ࣨ看護師の໾ׂやೳྗの気づきとして示
された．
　（6） ̡ 他৬種の໾ׂを理ղする必要ੑʳは「手術にܞわ
る医療者はޓいの໾ׂを理ղした上で࿈ܞする必要がある
と気がついた」など3サϒカテΰリーからなり，チーム医
療を実践するための他৬種理ղについての気づきとして示
された．
　（7） ̡ 他৬種࿈ܞにおけるコϛϡχέーシϣンのॏ要ੑʳ
は「医療৬間でױ者の情報を共有することで手術中のਝ଎
な判断ができるのͩと気がついた」など4サϒカテΰリー
からなり，৬種間࿈ܞやコϛϡχέーシϣンの必要ੑにつ
いての気づきとして示された．
　（8） ̡ 看護師の࿈ܞがもたらしたܧ続看護ʳは「手術ࣨ
看護師とප౩看護師が࿈ܞすることでܧ続看護が提ڙされ
ると気がついた」のサϒカテΰリーからなり，看護師間の
࿈ܞによるܧ続看護の実際についての気づきとして示され
た．
　（9） ̡ 手術৵ऻによる術後合ซ症の༧ଌと術後看護ʳは

「手術による身体機ೳの変Խに対する生活へのӨڹについ
て看護する必要があると気がついた」など6サϒカテΰリ
ーからなり，手術৵ऻによる合ซ症を༧ଌし，༧๷するた
めの術後の࡯؍や看護のࢹ఺についての気づきとして示さ
れた．
　（10）̡全ての看護に共௨するױ者をଚॏした࢟੎ はr「意
੎が大切ͩと࢟者に対してもଚॏするױ௨ができないૄࢥ
気がついた」など4サϒカテΰリーからなり，看護師とし
てױ者をଚॏする࢟੎や関りについての気づきとして示さ
れた．
ˏ）৘ঔ

　手術ࣨݟ学実習を௨して学生が実施した援助は2の2࣍要
໿，2サϒカテΰリー，1カテΰリーに集໿された．
　（1）̡ 受け持ͪױ者のۓுの؇和を目的とした看護援助ʳ
は「ױ者のۓுを؇和しようと手術௚前まで੠をかける援
助を行ͬた」「ױ者が安৺してຑਲを受けられるよう手を
Ѳる援助を行ͬた」の2サϒカテΰリーからなり，学生が
．ு؇和を目的として行ͬた援助として示されたۓ者のױ

ᶜȅࣉ　　　ख़

ˍȅ਀੅৒ࡉ学৘ਠ́の看護学生の学び

　本研究で明らかになͬた結果を基に，手術ࣨݟ学実習で
の看護学生の学びを以下の6つのࢹ఺で述べる．
ˍ）਀੅を਋ける患者の特徴

　学生はʲ手術を受けるױ者の৺理的状態ʳとしてױ者の
者と共にױுやストϨスに気づいた．これは，受け持ͪۓ
手術ࣨに入ࣨすることで，ױ者の表情や言動の変Խから৺
理状態をଊえることにܨがͬたとߟえられる．手術はױ者
にとͬて自分のコントϩールの働かない状گで医療者にす
べてを任せ͟るを得ないという֮ײを生みͩす．学生は手
術ࣨというಛघなڥ؀やそこで行われる医療，ױ者の表情
や言動から，手術を受けるױ者の৺理状態としてコントϩ
ール֮ײを૕ࣦすると気がついた．また，̡ 者の人生にױ
Өڹを及΅す手術療法のಛ௃ʳとして，手術を受けるױ者
が術前との変Խを実ײし受容のプϩセス୧ͬていくことを
理ղしたことが示された．学生は術前・術中・術後という
経աの中でױ者の身体的，৺理的変Խを理ղしױ者を中৺
としたप手術期をଊえることができたとߟえられる．手術
者のイメージױ学実習は学生のയવとしていた手術後ݟࣨ
を体験の中で࠶認識する場となる６）と報告されており，受
け持ͪױ者の手術ݟ学を௨してप手術期にあるױ者のಛ௃
を学Μͩとਪ࡯される．
ˎ）਀੅৒́೹̯ͦރる看護援੩

　学生はʲ合ซ症を༧๷するための手術ࣨ看護ʳやʲ手術
ࣨで実施されるײછ༧๷対ࡦʳについて気づき，̡ 手術ࣨ
看護師に必要な合ซ症༧๷の実践ʳについて理ղしてい
た．学生が手術ݟ学を௨して安全管理やײછ管理について
の学びを得たことは手術ࣨ看護におけるಛ௃的な看護援助
をଊえた結果であるとਪ࡯される．一方で，̡ 者の個別ױ
ੑに合わせた৺理的援助ʳに対する気づきやʲױ者のෆ安
؇和を目的とした手術ࣨ看護師が行う৺理的援助ʳについ
ての理ղが示された．手術ࣨ看護師はױ者の個別ੑをߟ慮
した看護実践やױ者の意ࢥをଚॏした看護方法のબ択にお
いて，専門৬の自律ੑであると認識している７）．学生の学
びの中に個別ੑのある看護援助について示されていたの
は，臨床指ಋ者である手術ࣨ看護師が手術ࣨ看護の専門ੑ
として自らの看護実践を示していたՄೳੑがある．また，
学生自身も初めて入ࣨする手術ࣨというಛघなڥ؀の中で
行われる看護実践の在り༷を஫意ਂくݟ学したことでױ者
の個別ੑをଊえた看護援助について学Ϳことができたとߟ
える．さらに，学生はʲ受け持ͪױ者のۓுの؇和を目的
とした看護援助ʳとしてຑਲಋ入時にタッチンάや੠かけ
を行ͬていた．ױ者の気持ͪにدり添い，受け持ͪױ者の
個別ੑを౿まえた৺理的援助に気づき，実施できたことは
手術ࣨ看護の一୺を担う一員としての意識を持つことにܨ
がり，手術ࣨで提ڙされる看護援助に対する学生の学びが
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ਂまͬたとਪ࡯される．
ˏ）਀੅৒看護師の࿨ڬ・能力

　学生はʲ手術ࣨ看護師に求められる໾ׂとೳྗʳについ
ての気づきや̡ 手術৵ऻに対応し得る手術ࣨ看護師のೳྗʳ
の理ղが得られていた．外回り看護師とثց出し看護師の
ಛ௃的な໾ׂͩけでなく，臨機応変な対応ྗやױ者の生໋
をकるという責任ײを学Μでいた．ױ者が生໋のة機的状
され࡯にஔかれるという手術ࣨಛ有の学びであͬたとਪگ
る．手術ࣨݟ学実習において学生は単に看護技術というも
のを超えたख़࿅したୡ人としての技，すなわͪ経験と౒ྗ
によͬてഓわれていく手術ࣨ看護師の୎ӽしたスキルを学
Ϳ８）と報告されているが，本研究の結果では୎ӽしたスキ
ルͩけでなく，手術ࣨ看護師に求められる໾ׂやೳྗにつ
いても学Μでいた．外回り看護師が学生の指ಋを担うこと
で，手術ࣨ看護師の໾ׂやೳྗを෯広いࢹ఺でแׅ的にଊ
えることができたためであるとߟえる．
ː）ఈ૖種との連ࠈ

　学生はʲԁ׈な手術進行と安全をߟ慮した医療者間の࿈
をਪ進するܞʳについて理ղした．また，他৬種間の࿈ܞ
上でʲ他৬種の໾ׂを理ղする必要ੑʳやʲ他৬種࿈ܞに
おけるコϛϡχέーシϣンのॏ要ੑʳについて気づいた．
ฏ成22年に厚生労働省より「チーム医療のਪ進について」
に関する報告書９）が示され，その中にチーム医療のਪ進及
び看護師の໾ׂ֦大について述べられている．チーム医療
は༷ʑな場໘で求められるが，手術ࣨではଟくの৬種が協
働しױ者に医療を提ڙする場であるため，他৬種間の࿈ܞ
は必要ෆՄܽである．学生は他৬種との࿈ͩܞけでなく，
࿈ܞする上での他৬種理ղやコϛϡχέーシϣンのॏ要ੑ
にまで学びを得ていた．また，̡ 看護師の࿈ܞがもたらし
たܧ続看護ʳとして手術ࣨ看護師とප౩看護師の࿈ܞによ
るܧ続看護に気づいた．手術を受けるױ者をऔり巻き提ڙ
される医療と看護のܧ続ੑについて学びを得たことは，प
手術期看護という術前から術後のプϩセスの中でױ者をଊ
えることができたからであるとਪ࡯される．
ˑ）੅後看護への理解

　学生はʲ手術৵ऻによる術後合ซ症の༧ଌと術後看護ʳ
について気づいた．手術を受けるױ者の༷子や手術ࣨ看護
師が提ڙする援助から，体位によるਆ経障害やຑᙺのリス
ク，᧘ᚃ޷発部位を具体的に気づくことにܨがͬたとߟえ
る．さらに，ױ者が受ける手術৵ऻを௚にݟることで৵ऻ
の大きさを実ײするͩけでなく，手術による機ೳܗ態の変
Խをଊえ，術後に必要な看護支援にまで結びつけてߟえる
ことができていた．大谷は10），ױ者と共に手術ࣨに入ࣨ・
ୀࣨするという受け持ͪױ者の手術ݟ学をする実習では術
後を౿まえて術中の看護をଊえることができると述べてお
り，術中のױ者の༷子や手術ࣨで提ڙされる看護援助を౿
まえて，自らの立Ҋする術後の看護援助の具体ੑをݟ出す
ことにܨがるとߟえられる．
˒）看護師としての在ͤ方

　学生はױ者の安全・安ָをकることやױ者の気持ͪにد
り添ͬた看護を提ڙするというʲ全ての看護に共௨するױ
者をଚॏした࢟੎ʳについて気づいた．手術ࣨ看護師はױ
者の代ห者であるというࢥいが，ױ者のᠤஏ৺への配慮や
に౒めるという倫理的な行動をଅ進するといݮා৺のܰڪ
う報告11）がある．このような手術ࣨ看護師の看護援助をݟ
学することで学生の看護師としての在り方にӨڹを༩えた
Մೳੑがある．学生は実習を௨してױ者・家଒のՁ஋؍や
χーζのଚॏ，ױ者の自ଚ৺のଚॏという看護者としての
在り方をߟえていく12）ことや看護৬としての人֨的・倫理
的成長につながる13）ことが先行研究で報告されている．本
研究の結果から手術ࣨというಛघなͩڥ؀からこそ学生は
看護師としての在り方を学Ϳことができたと示ࠦされる．

ˎȅޗ授活動へのাऐと今後の課題

　प手術期看護の理೦とは術前・術中・術後の全期間を௨
して手術ױ者に一؏した全人的看護έアを提ڙすること14）

である．本研究の結果から，学生は術中看護ͩけでなく，
ප౩と手術ࣨの看護師の࿈ܞを௨してܧ続看護の必要ੑを
学Ϳことができていた．また，手術ࣨ看護師の術前訪問が
術中看護にどのように活かされているのか，術後合ซ症の
リスクを༧ଌした手術ࣨでの看護実践がどのようなものか
をݟ学したことで，प手術期看護として術中看護が術前か
ら術後の看護をܨぐ看護であることを௚に学Ϳことができ
たとਪ࡯される．ಛに，手術ࣨݟ学実習を௨して手術によ
る身体機ೳの変Խに対する生活へのӨڹを看護する必要ੑ
に気がついたことは，手術ױ者に対する全人的看護έアを
検౼し，提ڙする上ではとても大きな学びであるとߟえ
る．本研究から，学生は受け持ͪױ者の理ղ，他৬種との
࿈ܧ，ܞ続看護の実際を学Ϳことができ，実習目ඪにԊͬ
た学びを得ていたと示ࠦされた．さらに，学生は手術ࣨと
いうಛघなڥ؀であͬても全ての看護に共௨するױ者をଚ
ॏした関わりについても気づくことができていた．そのた
め，प手術期看護実習として手術ࣨݟ学実習をऔり入れる
ことは，学生のप手術期看護の理ղͩけでなく，看護師と
しての在り方をഓう上では必要であるとߟえる．
　Ａ大学では，学生の手術ࣨݟ学実習に教員は同行してい
ないが，学生はݟ学したい内容や目ඪを明確にして実習に
臨むことで，手術ࣨ看護師から指ಋを受けଟくの学びを得
ることができていたとਪ࡯される．一方で，学生が実施し
た看護援助の内容はױ者のۓு؇和に向けたタッチンάや
੠かけのカテΰリーのみであͬた．臨地実習における実施
とは，࡯؍したことやط習の知識を૝ىし看護援助として
実践することである．本研究はݟ学実習Ϩポートを分ੳし
たものであり，学生が実施した看護援助の全てを反өした
結果ではないが，学生が手術ࣨݟ学実習での学びを意ຯづ
けていくためには，実施した内容を明らかにする必要があ
るとߟえる．そのため，今後は学生が手術ࣨݟ学実習で実
施した援助内容を明らかにし，実習の学習ޮ果をߴめるた
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めにݟ学実習であͬても学生の実施Մೳな看護援助につい
て学習機会をもてるよう臨床指ಋ者と協ྗ・調੔していく
必要があるとߟえる．

ᶝȅお ͩ ͤ に

　本研究は学生が提出した実習Ϩポートの学びを分ੳした
結果であるため，学生の記述として表現されていないもの
に関しては分ੳできていない．また，学生が記載した理ղ・
気づきの表現と実際が学生個ʑによͬてҟなるՄೳੑがあ
る．さらに，実習Ϩポートは実習ධՁのߟࢀにしているこ
とから，実習の౸ୡ目ඪがϨポートの記述内容にӨڹした
Մೳੑがある．そのため，学生の学び全てについて明らか
にできているとは言い切れない．しかし，本研究の結果か
ら手術ࣨݟ学を௨して学生のप手術期看護の理ղがਂまる
ことが明らかになͬたͩけなく，看護師としての在り方を
ഓͬていくことがݟ出された．手術ࣨݟ学実習において学
生のೳ動的意識が体験に意ຯを༩えていく15）と言われてい
ることから，学生の体験を௨してط習の知識と現象を意ຯ
づけることができるように学生と共にৼり返りを行う機会
をઃけるなど，手術ࣨݟ学実習の実習指ಋの在り方につい
て検౼していきたい．

৫ 　 　 ৃ

　本研究に͝協ྗ௖きました学生のօ༷にਂくײ謝ਃし上
͛ます．
　なお，本研究の一部は日本看護研究学会第43回学術集会
において発表した．本研究において開示すべき利益相反は
ない．

֨ ဥ 文 ࡃ

子 : प手術期看護実習にࠤ武藤ᚸ ,ݾঘݟ部Ղ代, ࿯ߔ （１
おける手術ࣨ実習の有ޮੑ 学生の手術ࣨ看護に関す
る学びと態度の変Խより. 看護総合科学研究会誌10 : 
3-14, 2007

２） 吉井美ึ, 八௩美樹, 安田智美他 : प手術期実習におけ
る学生の手術に対するイメージの変Խ. ෋山医科ༀ科
大学看護学会雑誌5(2) : 103-107, 2004

３） ਂ澤Ղ代子 : 看護基ૅ教ҭにおける手術ࣨ実習の動向 
公立看護ܥ大学の実態調査より. オペナーシンά21(2) 
: 208-214, 2006

４） ൘東ࢬ޹, ༤西智ܙ美, 今井芳ࢬ他 : 成人看護学実習
における「手術ࣨݟ学実習࡯؍項目表」をಋ入し
た実習の学習ޮ果の検౼. The Journal of Nursing 
Investigation11(1-2) : 51-58, 2013

５） 北村௚子, Ԟ村美ಸ子, ݉松ዳ子他 : 手術ࣨ実習を௨し
ての学生の学び（第2報）学生がଊえた手術ࣨで行わ
れていた看護. ذෞݝ立看護大学4(1) : 92-98, 2004

６） 原ౢே子, 加藤ઍܙ子, ླ໦タذ子他 : प手術期看護実

習の手術ݟ学における看護学生の学習内容. 日本看護
学会論文集 成人看護ᶗ34 : 12-14, 2004

７） 長澤美ࠤ子 : 手術ࣨ看護師の専門৬的自立ੑのಛ௃ 
ओ؍的・؍٬的ධՁの相ҧ. 日本手術看護学会誌6(1) : 
39-42, 2010

８） ੴڮ҂美, ࡾౡࡾ代子, 別所ܙ࢙他 : 成人看護実習の手
術ݟ学における看護学生の学び. ౡࠜݝ立大学୹期大
学部出Ӣキϟンύス研究紀要4 : 81-89, 2010

９） 厚生労働省 : チーム医療のਪ進について（チーム医療
のਪ進に関する検౼会 報告書）

 http://www.mhlw.go.jp/shingi/2010/03/dl/s0319-9a.
pdf, (2017-10-1)

10） 大谷則子, 堀೭内ए名, 中井裕子他 : 手術ࣨݟ学実習に
おける学び 二つの実習ܗ態のൺֱ検౼による࡯ߟ. オ
ペナーシンά21(6) : 662-372, 2006

ϊ౉ಸ௡子 : 手術ࣨにおける倫理的問題に対する看ࢢ （11
護師の認識と行動. 日本看護学会論文集 成人看護ᶗ43 
: 3-6, 2013

12） 内藤明子, ࠤ藤ゆかり, ླ໦里美他 : 成人看護学ੑٸ期
実習を௨じて学生がߟえる「看護者としてのあり方」
実習Ϩポートの分ੳから. Ѫ知医科大学看護学部紀要5 
: 9-19, 2006

13） ൘東ࢬ޹, ༤西智ܙ美, 今井芳ࢬ他 : 手術ױ者を対象と
した成人看護学実習における手術ࣨでの学生の学習経
験. 日本看護学教ҭ学会誌22(2) : 13-25, 2012

14） ༤西智ܙ美, 秋ݩయ子 : प手術期看護論. 第1ষ प手
術期看護のߟえ方. 第3版. 東京, ψーϰェルώϩカワ, 
2014, p4-30

15） ञ井明子 : प手術期看護におけるݟ学と実習のコンテ
クストの理論的検౼ 活動システムモデルを用いて. ෱
井医科大学研究雑誌1(1) : 219-232, 2000

p31_37.indd   37 2018/03/22   9:25:32



p37_ura.indd   1 2018/03/22   9:25:48


